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気
象
記
念
日
を
迎
え
て

毎
年
６
月
１
日
は
気
象
庁
に
よ
っ
て
「
気
象
記
念
日
」
と
定
め
ら

れ
て
ま
す
。
一
八
七
五
年(

明
治
８
年)

６
月
１
日
に
東
京
赤
坂
葵
町

に
日
本
初
の
気
象
台
で
あ
る
東
京
気
象
台(

現
在
の
気
象
庁)

が
設
置

さ
れ
、
東
京
で
気
象
と
地
震
観
測
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

「
気
象
記
念
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
寺
氷
川
神
社
の
末
社
の
気
象
神
社
で
は
毎
年
こ
の
「
気
象
記

念
日
」
に
合
わ
せ
て
例
大
祭(

気
象
祭)

を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
は
令
和
元
年
最
初
の
気
象
祭
と
な
り
ま
す
。
御
祭
神
で
あ
る
八
意

思
兼
命(

や
ご
こ
ろ
お
も
い
か
ね
の
み
こ
と)

に
天
気
の
恵
み
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
ご
奉
告
す
る
大
切
な
神
事
で
す
。

令
和
元
年
最
初
の
気
象
祭
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
１
６
０
号(

令
和

元
年
７
月
号)

で
詳
し
く
掲
載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

気
象
神
社
例
大
祭(

気
象
祭)

斎
行

現在の気象神社 再建された気象神社(平成１２年)
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「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り

ま
し
た
。
今
回
の
御
代
替
わ
り
を
機
会
に

氷
川
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
神
社
に
残
さ
れ
て
い
る
文
献
や

写
真
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
氷
川
神
社
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
皆
様
と
共
有
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

先
月
は
先
々
代
宮
司
の
山
本
実
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
月
は
先
代
宮
司
の
山
本

雅
道
の
時
代
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

2

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

～
氷
川
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
る
～

②

◆
山
本
雅
道
の
誕
生

高
円
寺
氷
川
神
社
先
代
宮
司
の
山
本
雅

道
は
昭
和
１
０
年
１
月
１
０
日
に
先
々
代

宮
司
の
山
本
実
の
長
男
と
し
て
高
円
寺
に

生
を
受
け
た
。
多
く
の
き
ょ
う
だ
い
が
お

り
、
大
家
族
で
常
に
神
社
や
家
は
賑
や
か

だ
っ
た
と
い
う
。

(左)山本実 (右)山本雅道

◆
北
海
道
で
の
大
学
生
活

きょうだい達と
(左から2人目が山本雅道)

幼
少
期
か
ら
勉
強
が
好
き
で
得
意
で
あ
っ
た
山
本
雅
道
は

東
京
都
立
西
高
校
へ
進
学
。
高
校
卒
業
後
は
北
海
道
大
学
法

学
部
へ
と
進
学
し
た
。
交
通
網
が
発
達
し
て
い
る
現
在
と
は

異
な
り
、
当
時
は
東
京
と
北
海
道
を
移
動
す
る
と
な
る
と
、

列
車
、
船
な
ど
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

頻
繁
に
東
京
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

北
海
道
大
学
在
学
中
は
法
律
の
研
究
に
没
頭
し
、
神
職
に

な
っ
て
か
ら
も
宗
教
法
人
法
を
研
究
す
る
上
で
の
礎
と
な
っ

た
。
大
学
卒
業
後
は
、
帰
京
し
て
氷
川
神
社
の
禰
宜
と
し
て

奉
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山本家一同(昭和１９年１０月)
(中央が山本雅道)

北海道大学時代の
山本雅道

当時の氷川神社
社務所
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昭
和
３
２
年
に
氷
川
神
社
禰
宜
に

就
任
し
て
か
ら
８
年
経
過
し
た
昭
和

４
０
年
に
氷
川
神
社
宮
司
に
就
任
し

た
。
宮
司
と
し
て
社
務
を
精
力
的
に

こ
な
す
一
方
、
高
円
寺
氷
川
神
社
氏

子
青
年
会
発
足
の
音
頭
を
と
り
、
ま

た
氏
子
地
域
行
事
で
現
在
も
続
い
て

い
る
「
雛
祭
り
餅
つ
き
大
会
」
「
七

福
神
巡
り
」
な
ど
も
企
画
し
て
実
行

に
移
し
た
。

ま
た
神
職
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、

保
護
司(

高
円
寺
管
轄
内
の
保
護
観
察

対
象
者
の
処
遇
措
置)

、
少
年
補
導
委

員
、
民
生
児
童
委
員
、
青
少
年
育
成

委
員
会
会
長
な
ど
の
職
務
を
拝
命
受

け
る
な
ど
、
高
円
寺
地
区
で
幾
つ
も

の
課
外
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
大
学
時
代
よ
り
取
り
組
ん
だ

法
律
分
野
の
知
識
を
活
か
し
、
平
成

2

年
よ
り
、
国
学
院
大
学
の
講
師

も
務
め
、
主
に
宗
教
法
人
法
を
担
当

し
て
い
た
。
ま
た
神
社
神
道
と
地
域

住
民
と
の
結
び
つ
き
を
願
っ
て
、
昭

和
４
３
年
に
花
園
神
社(

新
宿)

先
代

宮
司
の
片
山
文
彦
氏
と
「
神
道
時
事

問
題
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
最
後

ま
で
地
道
な
宗
教
活
動
を
続
け
た
。

３

◆
氷
川
神
社
宮
司
就
任

3

宮司就任時(昭和４０年)

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会
発
足
会(

昭
和
４
３
年)

◆
神
職
以
外
の
活
動
も
盛
ん
に
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氷川神社社殿新築工事安全祈願祭

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

社務所完工祝い
の会にて

挨拶をする
山本雅道

完
成
し
た
社
務
所

氷川神社社務所新築工事地鎮祭

社
務
所
地
下
駐
車
場

落
成
式
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令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

茨城青梅七福神巡り( 平成２７年)

高円寺氷川神社氏子青年会結成３０周年記念式典

ひな祭り餅つき大会(平成２６年)

氷
川
神
社
社
殿
御
造
営
１
０
周
年
記
念

(

昭
和
５
６
年
１
０
月
１
５
日)

青
梅
七
福
神
巡
り

(

昭
和
５
７
年)
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令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

北海道大学同窓会

気象神社例大祭(気象祭) (平成１２年)

氷
川
神
社
社
例
大
祭
に
て

皇學研究会にて
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令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

注
連
縄
は
神
社
の
鳥
居
や
拝
殿
に
張

ら
れ
て
ま
す
が
、
参
拝
者
の
方
は
あ
ま

り
気
に
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
神
社
の
荘
厳
さ
、
神
聖
さ
を
醸

し
出
す
重
要
な
わ
き
役
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
気
象
神
社
の
整
備
を
一

つ
ず
つ
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
今
回
注
連
縄
を
張
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。こ

の
注
連
縄
は
㈱
縄
合
屋(

富
山
県

射
水
市)

に
制
作
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

㈱
縄
合
屋
の
注
連
縄
は
高
品
質
で
耐
久

性
が
あ
る
「
合
繊
注
連
縄
」
で
す
。
本

来
注
連
縄
は
天
然
素
材
で
つ
く
り
、
毎

年
交
換
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
藁

の
入
手
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
し
め

縄
を
作
れ
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

毎
年
交
換
す
る
負
担
が
大
き
く
な
る

な
か
で
、
㈱
縄
合
屋
は
耐
久
性
を
高
め

る
た
め
の
研
究
を
重
ね
、
耐
用
年
数
１

５
年
を
実
現
し
ま
し
た
。
色
も
金
色
に

近
く
気
象
神
社
を
定
期
的
に
参
拝
さ
れ

る
方
々
か
ら
も
「
と
て
も
素
敵
に
な
っ

た
ね
」
「
明
る
い
感
じ
に
な
っ
た
」
な

ど
の
お
声
を
戴
い
て
ま
す
。

気
象
神
社
へ
は
参
拝
者
が
増
え
て
お

り
、
週
末
に
は
遠
方
か
ら
も
多
く
お
越

し
に
な
ら
れ
ま
す
。
一
つ
一
つ
整
備
を

進
め
て
、
明
る
い
雰
囲
気
に
し
て
い
き

ま
す
。

◆
帰
幽
、
宮
司
代
替
わ
り
へ

気
象
神
社
に
注
連
縄(

し
め
な
わ)

を
張
り
ま
し
た

宮
司
就
任
後
、
５
０
年
経
過
し

て
８
０
歳
を
超
え
て
も
社
務
を
こ

な
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
２
月

に
病
に
侵
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
入
院

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
懸
命

な
闘
病
生
活
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
３
１
年
６
月
１
７
日
未

明
に
帰
幽
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
後
期
と
平
成
の
時
代
の
５

０
年
に
も
亘
り
高
円
寺
氷
川
神
社

を
護
っ
て
戴
い
た
山
本
雅
道
へ
改

め
て
感
謝
の
意
を
示
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
平
成
最
後
の
年
に
高
円

寺
氷
川
神
社
は
宮
司
代
替
わ
り
と

な
り
、
令
和
の
時
代
は
松
井
美
加

子(

山
本
雅
道
の
長
女)

が
宮
司
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

気
象
神
社
の
注
連
縄(

し
め
な
わ)

杉
並
法
人
会
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

平
成
３
１
年
度
総
会

４
月
１
５
日(

月)

、
杉
並
法
人
会
第
２
ブ

ロ
ッ
ク
平
成
３
１
年
度
通
常
総
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。(

於

平
安
祭
典)

杉
並
法
人
会
は
税
務
署
の
管
轄
区
域
毎
に
ブ

ロ
ッ
ク
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
高
円
寺
地
区
は

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

通
常
総
会
の
後
は
、
軽
減
税
率
の
研
修
会
が

あ
り
、
そ
の
後
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
お
会
い
す
る
氏
子
地
域
の
法
人
の
方
々

が
多
く
て
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

挨拶をされる
内田幾雄さん

懇親会の様子

山本雅道葬儀
(平成３０年６月)

内閣総理大臣・安倍
晋三様より授与され
た従六位証

ご挨拶をされる渡辺忠司さん
(責任役員)
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令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

高南宝扇会による植樹作業
平成３１年４月２１日(日)・令和元年５月１９日(日)

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
南
宝
扇
会
で
す
が
、
今
年
の
４
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
神
社
の
清

掃
な
ど
を
手
伝
っ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
と
５
月
は
境
内
の

花
植
樹
を
し
て
戴
き
ま
し
た
。

神
社
境
内
は
大
銀
杏
や
梅
の
木
は

あ
る
も
の
の
、
色
鮮
や
か
な
花
が
な

く
、
以
前
か
ら
宝
扇
会
の
皆
様
か
ら

「
一
緒
に
花
を
植
え
て
、
神
社
を
明

る
く
し
よ
う
」
と
お
声
を
か
け
て
戴

い
て
ま
し
た
。

４
月
は
氷
川
神
社
境
内
に
２
５
つ

の
プ
ラ
ン
タ
ー
、
５
月
は
気
象
神
社

境
内
に
２
０
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
綺

麗
な
花
を
植
え
て
戴
き
ま
し
た
。
氷

川
神
社
は
日
中
は
陽
が
あ
た
る
の
で
、

お
日
様
で
育
つ
花
を
、
そ
し
て
気
象

神
社
は
大
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、

日
陰
で
も
育
つ
花
を
植
え
て
戴
き
ま

し
た
。

両
日
と
も
宝
扇
会
か
ら
１
６
名
の

方
々
に
御
参
加
戴
き
、
手
際
よ
く
作

業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
植
樹
に
関

す
る
知
識
や
経
験
が
豊
富
な
皆
様
が

効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
で

あ
っ
と
い
う
間
に
境
内
各
所
に
花
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

参
拝
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
々
か

ら
は
「
す
ご
い
明
る
く
な
っ
た
」

「
見
違
え
る
よ
う
で
す
ね
」
「
毎
日

参
拝
に
来
た
く
な
る
」
と
い
う
お
声

お
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
毎
日
き
ち
ん
と
水
を
与

え
て
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氷川神社での植樹(４月２１日)

高
南
宝
扇
会
総
会

４
月
１
９
日(

金)

、
高
南
宝
扇
会

平
成
３
１
年
度
通
常
総
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。(

於

大
東
京
信
用
組

合
高
円
寺
支
店
会
議
室)

今
年
度
よ
り
氷
川
神
社
も
高
南
宝
扇

会
の
会
員
に
加
わ
り
、
地
域
清
掃
、

そ
の
他
活
動
に
可
能
な
限
り
参
加
し

て
ま
す
。

総
会
で
は
、
決
算
、
予
算
、
事
業

活
動
な
ど
の
議
決
承
認
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
宝
扇
会
の
皆
様
と
元

気
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

気象神社での植樹(５月１９日)

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
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新宿南エネルギーサービス㈱の皆様

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

新宿南エネルギーサービス㈱
気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
月
２
日(

火)

に
新
宿
南
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
様
が

気
象
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ

れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
お
越
し

戴
い
て
お
り
、
気
象
祈
願
の

神
事
を
斎
行
さ
せ
て
戴
い
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
有
川
貞
久
代
表
取

締
役
社
長
以
下
２
０
名
の
皆

様
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

新
宿
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ

ス
は
冷
水
、
蒸
気
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
業
務
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
安
全
で
安
定

し
た
、
そ
し
て
効
率
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
通
じ
て
、

地
球
に
役
立
ち
、
地
球
に
や

さ
し
い
快
適
な
都
市
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
オ

フ
ィ
ス
、
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、

病
院
、
店
舗
な
ど
お
客
様
は

様
々
で
す
。

地
球
環
境
へ
の
貢
献
を
担

う
会
社
と
し
て
、
一
年
を
通

し
て
穏
や
か
な
天
候
を
願
っ

て
祈
祷
に
お
越
し
戴
い
て
お

り
ま
す
。

今
年
も
同
社
の
関
係
者
の

方
々
が
健
康
で
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
祈
念
し
ま
す
。

高
円
寺
氷
川
神
社

氏
子
青
年
会
総
会

５
月
１
２
日(

日)

に
高
円
寺
氏
子
青
年
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

於

氷
川
神
社)

通
常
の
議
案(

事
業
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
事
業
活
動
計
画
、
予
算
案
説
明
な
ど)

を
協
議
、
承
認
後
に
こ
れ
か
ら
迎
え
る
各
種

行
事(

気
象
祭
・
山
本
雅
道
一
年
祭
・
大
祓)

に
つ
い
て
の
準
備
、
当
日
の
役
割
分
担
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
新
加
入
も
あ
り
、
氏
子
青
年

会
の
活
動
も
ま
す
ま
す
画
期
的
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

会
計
の
白
神
さ
ん

司
会
進
行
の
加
藤
副
会
長

挨
拶
を
さ
れ
る
由
井
会
長

社
会
福
祉
法
人

三
洋
福
祉
会

地
鎮
祭

４
月
１
９
日(

金)

に
社
会
福
祉
法
人
三
養

福
祉
会
の
「
三
養
高
円
寺
の
郷
」
新
築
工
事

の
地
鎮
祭
に
氷
川
神
社
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。

建
築
場
所
は
環
状
七
号
線
と
Ｊ
Ｒ
中
央
線

(

総
武
線)

が
交
差
す
る
付
近
で
す
。
工
事
が

安
全
に
進
み
、
無
事
に
新
築
建
物
が
完
工
し
、

そ
し
て
何
よ
り
も
工
事
関
係
者
の
健
康
、
弥

栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
後
の
懇
親
会
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
五
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
五
話
は
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
家
で
日
本
に

お
け
る
フ
ラ
メ
ン
コ
第
一
人
者
で
あ
る
小
松

原
庸
子
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
と
と
も
に
」 小

松
原

庸
子

こ
ま
つ
ば
ら

よ
う
こ

高
円
寺
に
住
ん
で
半
世
紀
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
下
町
育
ち
の
私
に
と
っ
て
当
時

の
高
円
寺
は
、
閑
静
な
、
し
か
し
一
寸
下
町

住
宅
街
、
私
の
ス
タ
ジ
オ
は
ち
ょ
う
ど
氷
川

神
社
と
小
路
を
挟
ん
で
い
て
、
境
内
の
裏
側

の
大
き
な
銀
杏
の
木
が
私
た
ち
の
こ
こ
を
和

ま
せ
豊
か
に
し
て
、
そ
し
て
そ
の
素
晴
ら
し

い
生
命
力
は
、
私
た
ち
に
力
を
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
５
０
年
の
間
に
は
様
々
な
想
い
出
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
氷
川
様
の
お
ま
つ
り
に
は
、

お
神
楽
殿
で
フ
ラ
メ
ン
コ
を
披
露
さ
せ
て
戴

き
、
す
ご
い
拍
手
を
戴
い
た
時
の
こ
と
、
そ

し
て
毎
年
日
比
谷
野
外
大
音
楽
堂
で
開
催
し

氏名 ： 小松原庸子 (コマツバラヨウコ)
生年月 ： １９３１年(昭和６年)３月１３日
出身地 ： 東京
血液型 ： Ｏ型
趣味 ： 観劇、スポーツ鑑賞
特技 ： 踊り
座右の銘： “それでも学ぶ”

(フランシスコ・ゴヤの言葉)
高円寺お薦めスポット

： 福べこ(焼肉店)
福は家(うち)(創作和食)

一言 ： ＶＩＶＡ！高円寺！！

自己紹介

て
お
り
ま
す
『
真
夏
の
夜
の
フ

ラ
メ
ン
コ
』
の
折
に
は
、
気
象

神
社
に
晴
天
を
お
祈
り
し
、
そ

の
御
陰
で
５
０
回
を
迎
え
る
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
一
度
も

中
止
す
る
こ
と
な
く
続
け
て
参

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
氷
川
様
の

ご
利
益
と
感
謝
で
す
。

そ
し
て
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
、
今
で
は
１
０
０
万
人
で

賑
わ
う
「
阿
波
踊
り
」
実
行
委

員
会
の
方
か
ら
出
場
の
お
誘
い

が
あ
り
、
来
日
し
て
い
た
ス
ペ

イ
ン
の
舞
踊
手
達
の
「
私
達
も

出
た
い
！
」
と
い
う
た
っ
て
の

願
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
も
ち

ろ
ん
Ｏ
Ｋ
！
で
し
た
。
初
の
外

10

ス
ペ
イ
ン
舞
踏
家

来月号では小松原
さんの経歴と受賞
歴を紹介します。

10

ロ
ス
・
ガ
ジ
ョ
ス
で
の

デ
ビ
ュ
ー

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

５０周年記念公演

国
人
の
参
加
と
あ
り
、
委
員
の

方
も
協
力
し
て
下
さ
り
、
阿
波

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
ス
タ
ジ
オ
ま
で

い
ら
し
て
下
さ
っ
て
特
訓
が
始

ま
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な

稽
古
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ず
っ
と
腰
を
落
と
し
た
ま
ま
で

の
姿
勢
を
保
つ
辛
さ
は
、
ス
ペ

イ
ン
人
に
と
っ
て
も
尋
常
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
こ
は
流

石
フ
ラ
メ
ン
コ
の
名
手
達
、
意

地
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
前

日
に
み
ん
な
に
氷
川
様
の
御
守

を
配
っ
て
、
叱
咤
激
励
を
し
た

こ
と
も
あ
り
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

日
西
友
好
の
証
。
晴
れ
の
特
別
賞
。
嬉
し
い

思
い
出
の
一
つ
で
す
。
現
在
の
高
円
寺
に
は

素
敵
な
劇
場
も
で
き
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

芸
術
鑑
賞
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
フ
ラ
メ
ン
コ
を
通
し
て
、
杉
並

か
ら
生
き
る
喜
び
と
尊
さ
を
発
信
し
て
い
き

た
い
！
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
六
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
六
話
は
氷
川
神
社
氏
子
総
代
を
務
め

て
戴
い
て
い
る
村
中
丈
祐
さ
ん
で
す
。

「
北
一
み
ど
り
公
園
」 村

中
丈
祐

む
ら
な
か

じ
ょ
う
す
け

杉
並
第
四
国
民
学
校
を
終
え
、
石
川
県
へ

疎
開
し
、
小
学
二
年
か
ら
中
学
一
年
ま
で
暮

ら
し
た
後
に
帰
っ
て
、
高
円
寺
中
学
校
を
卒

業
し
、
多
摩
の
水
で
漕
ぎ
、
西
北
に
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
酒
類
業
界
に
身
を
投
じ
、
肝

臓
を
鍛
え
て
定
年
を
迎
え
、
第
二
の
人
生
を

謳
歌
し
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
五
年
前
か

ら
現
北
一
丁
目
町
会
と
の
ご
縁
で
町
会
の
お

手
伝
い
の
真
似
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

就
任
一
年
目
か
ら
花
見
会
を
企
画
実
行
し

て
き
ま
し
た
。
場
所
は
北
一
丁
目
の
西
南
の

隅
に
あ
る
「
北
一
み
ど
り
公
園
」
で
す
。
平

成
２
３
年
１
０
月
に
開
園
し
、
広
さ
は
約
一

千
百
坪
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
昔
か
ら
あ
る
二

本
の
吉
野
桜
の
下
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
セ
ッ

氏名 ： 村中丈祐(ムラナカジョウスケ)
生年月日： 昭和１３年１月２９日
出身地 ： 杉並区高円寺
血液型 ： O型
趣味 ： 油絵、麻雀
特技 ： 剣道二段
座右の銘： 直心
高円寺お薦めスポット

： 北一みどり公園、氷川神社
一言 ： 祝日には国旗を掲揚しましょう

自己紹介

す
。
そ
の
代
わ
り
、
名
の
通
り
高

貴
な
感
じ
で
人
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
下
で
瞑
想
に
耽
っ
た
り
、
一
句

ひ
ね
り
た
く
た
る
様
な
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
も
都
内
で
は
皇
居
、
新
宿
御
苑
、

昭
和
公
園
あ
た
り
に
し
か
な
く
杉

並
で
は
善
福
寺
公
園
に
あ
る
そ
う

で
す
。
皆
様
も
来
年
の
四
月
半
ば

事
路
に
は
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

氷
川
神
社
の
よ
う
に
高
円
寺
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
日
が

来
な
い
か
な
と
か
す
か
な
野
望
を

抱
き
つ
つ
、
見
守
っ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
我
が
身
と
我
が
町
の

「
北
一
緑
公
園
」
を
「
緑
の
桜
」

と
と
も
に
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

高
円
寺
北
一
丁
目
町
会
副
会
長

御衣黄(ぎょいこう)

11

～神社より～
今月は小松原さんと村中さんを紹介させて

戴きました。小松原さんは日本におけるフラ
メンコの第一人者として非常に有名な方です。
村中さんは神社の総代を務めて戴いており大
変お世話になっております。小松原さんの経
歴や受賞歴は来月号でもう少し詳しく触れた
いと思います。村中さんは昨秋孫娘のアシュ
リンちゃんと七五三にお越しになりました。
お二人のことを改めて知ることができて、と
ても有難かったです。これからも一人でも多
く紹介していきたいのでご協力をお願い申し
上げます。11

孫娘のアシュリンちゃんの七五三(平成３０年１１月)

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

ト
で
の
花
見
会
で
す
。
過
去
三
回
と
も

中
止
し
た
こ
と
は
な
く(

気
象
神
社
様
の

お
陰
？)

今
年
も
３
月
３
１
日
に
約
６
０

名
の
参
加
を
戴
き
盛
会
で
し
た
。
来
年

も
当
然
、
令
和
初
の
花
見
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
公
園
に
は
花
見
の
終

わ
っ
た
二
週
間
後
に
三
本
の
「
御
衣
黄

(

ぎ
ょ
い
こ
う)

」
と
い
う
東
京
で
は
珍

し
い
緑
の
桜
が
咲
き
ま
す
。
開
園
時
に

植
樹
さ
れ
、
８
年
程
経
ち
ま
す
が
、
今

が
盛
り
で
す
。
花
は
薄
黄
緑
の
八
重
で

中
央
に
紅
い
色
が
つ
き
ま
す
。
外
見
は

葉
桜
と
見
間
違
う
程
、
地
味
で
な
ぜ
か

こ
の
樹
の
下
で
は
「
一
杯
や
ろ
う
か
」

と
い
う
気
が
起
き
な
い
か
ら
不
思
議
で

油
絵
の
展

示
会
に
て

北一みどり公園
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ひ
か
わ
１
５
９
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
肌
寒
い
日
が
続
き
ま

し
た
が
、
５
月
下
旬
か
ら
は
一

気
に
夏
日
と
な
り
始
め
ま
し
た
。

追
っ
て
詳
し
く
告
知
し
ま
す
が
、

今
般
念
願
の
本
社
神
輿
を
保
有

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夏

の
例
大
祭
に
向
け
て
関
係
者
と

連
日
協
議
に
入
っ
て
ま
す
。
少

し
で
も
皆
様
の
ご
協
力
を
戴
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。
引
き
続
き
行

事
が
続
き
ま
す
が
、
地
道
に
こ

な
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

12

主
権
復
活
の
日

靖
国
神
社
正
式
参
拝

先
代
宮
司
山
本
雅
道
が
帰
幽
さ
れ

て
か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が
経
過
し

ま
す
。
そ
こ
で
一
年
祭
を
左
記
内
容

で
斎
行
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
つ

く
限
り
、
ご
参
列
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

12

🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
山
本
雅
道
一
年
祭

４
月
２
８
日(

日)

は
主
権
回
復

の
日
で
し
た
。
神
道
青
年
会
の
行

事
で
「
靖
国
神
社
正
式
参
拝
」
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
講
和
会
で

は
靖
国
神
社
の
歴
史
に
つ
い
て
お

言
葉
を
戴
き
、
皆
で
理
解
に
努
め

ま
し
た
。
当
日
は
鳥
居
か
ら
参
集

殿
ま
で
皆
で
行
進
し
、
一
般
参
拝

者
に
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

本
殿
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
都
心

の
中
心
と
は
思
え
な
い
凛
と
し
た

空
気
が
張
り
詰
め
る
雰
囲
気
は
何

に
も
代
え
が
た
い
経
験
で
し
た
。

◆
天
皇
陛
下
即
位

一
般
参
賀

６
月
３
０
日(

日)

１
５
時
よ
り
氷

川
神
社
に
て
夏
越(

な
ご
し)

の
大
祓

の
神
事
を
執
り
行
い
ま
す
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
犯
し
た
諸
々
の
罪
や
過

ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
る

も
の
で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は

「
公
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

令和元年6月吉日 第159号 (令和元年6月号)

夏
越(

な
ご
し)

の
大
祓

神
道
青
年
会
の
参

加
者
で
記
念
撮
影

日時：令和元年６月１７日(月)
１０時半 受付開始
１１時 一年祭斎行

場所：氷川神社大広間

※一年祭終了後に境内で直会(なおら
い)も準備しますので、是非ご参加願
います。
お問い合わせ
氷川神社 ０３－３３１４ー４１４７

夏
越
の
大
祓
終
了

後
に
記
念
撮
影

(

平
成
３
０
年
６

月
３
０
日)

５
月
４
日(

土)

に
天
皇
陛
下
即

位
後
初
め
て
の
一
般
参
賀
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
氏
子
青
年
会
の

由
井
会
長
と
村
田
光
一
郎
さ
ん
と

共
に
小
籏
配
布
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
き
ま
し
た
。
旗
配
布
の
傍

ら
一
般
参
賀
に
も
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
季
節
外
れ
の
夏
日
と
な
り
、

５
時
間
近
く
行
列
を
待
ち
ま
し
た

が
。
待
っ
た
後
は
、
宮
殿
前
で
天

皇
陛
下
の
肉
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
有
意
義
で
し
た
。

一
般
参
賀
の
様
子

～山本雅道一年祭～

個
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
中
の
穢

れ
を
払
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

大
祓
に
は
「
夏
越
の
大
祓(

な
ご
し
の
お
お
は

ら
え)

と
「
年
越
の
大
祓(

と
し
こ
し
の
お
お
は

ら
え)

」
が
あ
り
ま
す
。
夏
越
の
大
祓
は
毎
年
六

月
に
、
年
越
の
大
祓
は
毎
年
十
二
月
に
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
例
年
は
神
社
の
総
代
の
方
々
が
お

越
し
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
神
社
関
係
者
に

も
多
く
お
越
し
戴
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

～大祓にご参加
できない方へ～

人形(ひとがた)を神社で
配布しております。大祓当日
(正午まで受付)にお持ち戴け
れば、大祓の神事で御祈念を
申し上げます。
人形に「住所・氏名・年齢
(数え歳)・生年月日」をご記
入した後、人形で身体を撫で
て息を吹きかけてから神社に
お持ちください。

大
祓
人
形

(

神
社
で
配
布

し
て
ま
す)


